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かくめいのしんがく

れた者p 回全 キリス卜者平和会議中� r青少年の平和奉

仕」研究グループの報告書で，神学者 シユ レーター� 

(J¥'lartin 5chroter)によ って初めて別いられた� H 

時コ� y クス はその� 1-2年後に 「世俗都市J のなかで「我

我は革命のさ なかに，革命の神学をもたずに生き てい

る」 と主れ、た

革命の神学はヨーロッ パの プロテスタ ン 卜圏では，� 

196凸年教会 と社会」をテーマとしたホ世界教会協議

会の ジュネー ヴ会綴で初めて登場した 同会議はキリス

ト教的革命実践の倫理を展開したとはいえないが，それ

に関連する倫理的・政治的・法律的諸問題を述べている

(例えば 「革命的時代におけ る法J ，キリスト教的に受

容可能な「革命 の権利」等) しかし，そこではまだ

円五命 の慨念の応用と理解4二関して 若干の欠陥が残存

する� 1968年*ウプサラ世界教会協議会総会は「革命」

の用活を担え自に使いつつも，現代世界の諸分野での革

命的激変という， ジュネーヴ会議が取り組んだ同じ事態

に対処した

カトリ ァク 側において革命の神 学は解放の神学と

同係にヨアンネス�  23世の *11'.".ーテル・エト・ 7 ギス

トラ』や� 8パウノレス� 6世の叩ポプローノレム・プログレ ツ� 

γ オ』によって，また希望の神学や政治神学によって鼓

吹され，現在もヨーロ ァパ と中南米のラテ ン系諸国で盛

んであ るが，一般にはしばしば地下運動の 'イテオロギ

ーにすぎないとみなされている.いずれにせよ エキュメ

ニカルに営まれる革命の神学は，キリスト教の福音が

行っ ているような絶対的意味づけの基盤のうえに，社会

現実の社会批判的・政治批判的・イデオロギー批判的ない

しは言活批判的枕解釈学を神学的に行 うものと して，自

己在理解している 袈容に関する神学的省終を発展させ

た革命の神学は*暴力の神学とし、う要請~ をも含む.元来，

欧米の神学者らによって作り上げられたこの神学は，特

に若干の ドイ ツ話閣の神学者 らの共鳴を呼び， ラテン・

アメリカに も移摘さ れ盛んに なった その功績は何より

も，不正な社会秩序と結ばれた付言何J(教会)の在りカを

打破することであ った

自らが立1王を負う状態(ヰ貧困，本第三世界，定人種川題

等)の認識に対しては.社会関係の変革iこよ って刷新を

実行しようとする意志が生じる それゆえ，現代におけ

る変革への要求に伴い，それが発炭，刷新，革命のいず

れによるも のであっても，変了(<の自己遂行は柿「かにやl'学
上もm大な問題をはらむ.取持iの凶というJ'.Jl;合、において

すべてかやl'自らに信保される変革(ノレカ� 17:20; .".コ 13 

32参照)を，人川市:自分の仕事にすることれ7 ルクス主

義)が汗さ れる のであろう か このよ うな川組から生じ

る，行為と� iZilの主体(相l'か人r:nか)という分裂の危機に� 

版社� 1967): H.G. Cox，The Secular Cily (New YOrk 

'1(66);]ジラ/レディ 「革命の留学と無神論一対話』コ

ンキリウ ムn聖書� 4(南窓社 1(69)13-36: ]. GJRARDJ， 

“Philosophy of Rcvolution and Atheism，"Conc. 36 

(1968) 109-22; ]. ß. メソツ!rt\t の神学』 問 i)!~文男訳(あ

かし書房� 1970):]. B. METZ，Zur Theologie der We/t 

(Mainz 1968);稲垣良典「現代カ トリ シズムの思想、.JJ(岩

モノレトマ ン『十字架と革命」 大庭健訳J)司1971苫l波書� 

(新教出版社� 1<)74): ]. MOLTMANN，Umkehr zur 

Zukunft (Munchen 1970);S恥1(E)5，34-38; 359-65; T. 

RE"'DTORFF，H.E.TODT，eds.，Theologie der Revolu. 

IlO md凡n・� Analysen ，� 1ateri"lien(Frankfurt 1968); R. A白� 

Mcι、ORMICK，“� ThcTheology of Rれ� olution，"ThSt 

29 (1968) 685-97; M. DE CERTEAU，“� La revolution fon-

datrice，"Eludes (1968) 80-100; R. 5HAULL，“ The re¥'o・� 

lutionary Challenge to Chllrch and Theology，"Theo/. 

ogy Today，23 (1966-67) 470-80; R. 5HAULL，“ Thool_ 

ogy and !he Transformation of 50cie!y，"Theology 

Today，25 (1968-69) 23-36; E. FEIL，R. WETH，eds.，Dil. 

kussion zur “Theologie der Revolution" (Munchen 

，" "Zur Theologie dcr Revolu!ion，RAHKEH1969); K. 

Rahner Sch 10 (1972) 568-86; A. KEE，ed.，A Readerin 

Po/itical Theology (London 1974 '1977);]. M. BONINO， 
Doin{? 1'heology問。 RevolutionarySituation (Philadel-

phia 1975); M. MANZARENA，"Theologische Anmerkun-

gen zur Irevolutionarcn Gcwalt I in Latcinamerika，"K. 

RAHNER，ET AL.，cds.，Befreiende Theologie (S!lIttgart 

1977) 106-22. 回洲文男)

かくもんだい 核 問 題 人工的な原子核分裂，被

融合によ って生成される， いわゆ る原子力エネルギーの

取り扱いに際して生じ てくるさ まざまな問題の総称

[慨要]地球上には生物が存在し，人類が生活している.

その科学的訴悠は太陽が地球から平均約1.5(C(km離れ

て存在していることである 太陽で発生している巨大な

エネ ノレギーの微少部分か地球近傍に到達し，それがさら

に地球を綴っている気!併で弱めちれるからこそ，生物も

人類も焼き尽くされることな く， むしろ太陽のエネルギ

に育まれて，発生・~l~ ・ ~lニ活 ・生航すること がで きる
のである 巨大なエネルギーが太陽で生み出されるのは

核(主として段融合)反応によるー したがって， 人類は太

古から何も知 らずに核の平和的思忠を受け続けて L、たわ

けである

【科学と技術】1890年代末に なって， ょうや く放射能を

はじ めとする紋現象が次々に発見され，新し い核科学・

絞伐材:iが急速に発民することにな った 現在，人類は自

fI'li l' 解放の歴史と� :1立，近代の人/1l学命のやY1T日して，� W救 然に起こ って いる絞現象をかなり 正隊に把握しており，

済史とを結び合わせようとする見地から見、存する それ さんにそれら(特 iこ核分裂反応)を人~UI(Jに引き起こし，
1'1'命のド|咋:Jltゆえ� のー取的特徴は，1 の凶」お上び「革 安全にi!ilH却するとい う難� '.J(を成し遂け'つつある そして

命」とい う慨念と結びついており，終米愉iYJおよびjU俗 これらは，稲々 の分野においぐ(許悲と もに)大規模に利

的イメージを相互に同li皇させる試みとな る，キリストI!'i 用されつつある そのよ うな現状を客制的にi忠誠し，砂

は「ある:/!~i兄のもと てイ"守': ]と，，!，� 11('~JI~'V{I O):Ji 1":界を人川 川凶の解決を科学的・技術的な視!七から傑究するには，

{ヒする 和 l' の行為と の Ill I に宇11 先行t~J--'致を F.:.\ じと る」 ニとを了
11述の1.iJ白191<)-)，RicharJShaullれされる(ショ ール� 

県教会協議会ジュネ-7会議以米，エキ ュメニカ!l-な正I 
;市山 '1' 心 /.i，に f~ f{1L，1)']');: "'(*メッツモ的に政治下If:
ル卜� γ ン)ゃ ・Pl~}j~ の Î' I'学(ヰグ テ ィエ レス，本ボフ等) に

おいてI1i.W甘されてい る政命の神学の版本}t!!、:t!.¥は� lて記のよ

〉に:HJ、しくいる のである

【主献1 11 コッ� 7ス� ''1什{行部i/i，D地υ]賢太郎釈(新教/1¥

次の六つについて老翁しなければならない

【科学・絞術とし ての将来{~J 新しい知減企求めること iそ
人野i山イ[の欲求であ る.� II本のよ うに平和利用に限つ:

紋研究か行われている国 もあと〉が.世界的事?に大きなJi

制¥}Jをもっ米・旧 ソ辿・仏・英， あるいは ホ第三世界の指

導的立場にあ る"，同・イ ン ド符では，国家の安全のため

にとい う椋刊のもとに，多くの科学青jf，Jj市 が核兵器

システム11H発のために黙 々と1助き絞(t，なかには大き砿� 
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名誉・権力~得た者もいる 他方，少数ではあるが核兵

穏に附i生する研究を拒否し，平和平IJJTlのための研究のみ

を遂行� Lた者もある 冷戦が終結しつつある現在，骸科

学.t/(術は平和川としての将来を展開するこ止になろう

[核戦争の作成】核市縮を尖現するには，政治的・倫理

的・宗教(，むな英知・判断・実行が重要だが，科学・技術方面

からの協力も欠かすことはできない，核戦争の結果を客

観的にt1tiJする研究を進め，その内容を権力者・一般大Jll

衆に正確に知らせる努力がなされたからこそ米国止旧ソ

速で核戦争が起こらなかったといえよう，冷戦は終わり

つつあるが， 地球→l二のすべての人々，権力者に核戦争が

引き起 こ す被 ~Jj を知らせ続けるこ とは科学者・技術者の
重要な義務である また，核不批散((英)non-prolifcra-

t1on，平和利用の段物質・t主技術が軍事用に転用されるこ

との|坊JIJのための査終技術の開発も重要である.核兵

禄所有国が現住以上にWIえぬよう査察することは，核兵

器;所ゐ|詞の際軍縮とl副議に，肢の合威を軽減することに

役立つからである

[核兵総Jk.絶 とその検証)1987年以来，米国と旧 ソ連問

で核兵総軍縮に関する条約が次々に締結されたが，実際

に核兵~を処分・ J港東一し ， それを相互に検証する問題が

新しく 発生した 核兵探処分廃棄は� 5段階で行われる

(1)校弥頭付三サイノレをミサイノレ発射装置からはずす� 

(2)核抑0IIをミサイノレからはずす.� (3) 核抑頭か ら点火

ノレミサイをはずす11装1:. 点火装置とミサイルは破殿し，

発射等)に転用するh¥利用(術 11同1土般泌するかl発射終的

問題は点火事!i院がはずされた核分裂物質(フ勺レ卜ニウム

とウラ ン235など� Jl燥1.<;(料)である.通常の燥薬のようJ;

に処分� Fきないので，� (4) 安全な場所に ~N'からも持ち去

られないように1n!l!骨i・)践する� (5)核分時植物質をl死r-rの

ずfll利JfJの}原子炉やが「しく開発する特殊な原子炉で燃焼

かくもんだい

は，今後安全に充分留意しながら，発展を図るべき分野

であるといえよう

【環境汚染】核戦争が実際に起きな くとも，核兵器の爆

発実験が行われるかぎり，放射能による深縫汚染はしだ

いに深刻化する、大気中での実験を自信lJLている闘は多

いが.地下実験場での爆発実験は現在 も行われている

地支への放射能流11¥は少ないとされてし、るが，地� F絞実

験場は放射能汚染の巨大な見のようなものである 尖験

を停止すベ� Lという意見が強い� 原子炉は，充分な配慮a

のもとに建設・運転されれば，� Aill，や石炭を燃料とする

火力発電よりも環境汚染は小さくてすむ.安全研究を繰

り返し良心的に行い，建設・i逆転に過失・あるいは手抜き

がないよ うにつねに点検することが必要である チェル

ノブイリに起きたような JI~放を防 ぐために，原子炉設

計.W設.iill転の国際基機を作るJfVJきがある 使llIi斉燃料

の処置は， ，厳重要課題である 地上の安全な場所にその

まま貯蔵するか，再処理!施設で核燃料保料(ウラン，プ

ノレトニウムなど)を分離後貯蔵する方法が脅えられてい

る 領土が狭い国々では，問凶が多い地下段尖験場に

集めるとか，中国，1日ソ連，米国の砂漠地帯にfuめると

か政治的解決と同時に.放射性l允:染物の勉寿命化などの

科学・技術的な方法も考えられている.

【平干If利IIJと核兵r，:{】平和1利111は，安全かっwmに進展

を閃リ，校兵}11iaは地上からー仰することが人矧の日的で

あるが，:î~ たして可能であろう か アイソ 卜ープおよび

放射線の干IJ川は，核兵6:';製造ンステムから完全に切り縦

すことができる 問題は原子 力発電である 原子力発泡

システムは二つの点で，核兵総製造システムに深く 関係

する.天然に存在するウ ランは原子量 235 の同 {ι(~‘を 

0.72%合んでい る. その合干TiI1:を� 4%程度にi農絡すれ

ば，原子炉のなかで， 安全 にゆ っく り燃える核燃料の原

11力として利!Ilする

(原爆D;t料)はようやく地七から消滅する おのおのの段 肱爆の原料となる 現在稼働しているウラン濃縮工場は

階につし、c，火・行されたか否かを検事詩・検証する必要が すべてス イッチ一つで， 核燃料原料生産から原燃原料生

'，させ，� この第� 5段階で核分裂物質 料となる さらにその含有企 会90%以上に浪紡すれば，

ある.現在，米[ 生がそれぞれ相手方を検察・検iソ|日とJ:!

証するよう取り決められている.将来フランス，イギリ べて廃棄されたとしても，平干If利川の ウラン濃縮:1)揚が

が可能で[!flの即時i'IJ11:.im稼働しているかぎり，原爆原料などの核兵~ーが廃棄されることも考慮lインLトリムIス，� 

に入れて，凶|際的合意 協力(例えば国際原子カ機関� ある. この数命的ともいえる悲しい関わりを断ワには，

Î EA)によ って査終・検証， 管理nすべきであると の意見 新たな!京湾に誌づく波縮訟を考案開発するしかない.あ

産に切り換えるこ とができる. したがって将来即、燥がす

が強い 骸J((.1}i9i.fJFiiIと非所有国との聞の政策的合芯， る積の化学i終締法r

経済的・技術的協力があ って，核兵器廃業ーは有効に実現

される� 

[平和利JIJ】核に[!JIわる平和利用は極めて広範に行われ

ている 原子炉を建設・運転して沼気を発生させるのは

その一例にすぎない，仏・� -11の� 2国は，� 1992年現在，原

;t燃料川の� 4%濃縮ウランは安全迅速

に生産できるが， n~J じ プラントで 90% 決結ウランを製

造しよ うとすると，極めて長1昨日lJを要するのみならずプ

ラン卜自体が臨界盆(原燥が爆発する下限-t)を突破するLi

ため， 原爆原料生産工場に転換するこ とは不可能である

このような方法は. 日本で開発'1'であるが，これが成功

立を継続しており，i¥!， 子炉の正� :

要部分を IJ~子炉からとる li+ITl ij を災行 lわである.アメリカ，

スウコ ーデン，� IIJソ迎など はすでに大規模な原子炉発'む� 

γステムを{Jしている. 多くの発展途上国は，将来原子

力者"eVli:を:λ1泡Lたいと希裂しており，特に，中国とイン

ドは大士山換な，1I・l而を立案，実施中であるー仙のエネノレギ

ー資源が:L業地川に後近� Lた地域にないこと が主な理由

である が，同時に原子炉のtI!設・運転をてことして，科

学技術全般の近代化を推し進めようとしているのである.

発地以外にも，肢はさまざまな分野で利用されている.

特にγイソトープと放射線は， 医療(診断，治療)ある い

は学術研究において，必要不可欠なものとなっている

また股業でも，� JfilJ概l物の品種改良，� 1;:1>J~R除笹i\'!![，土

地改良，食品!照射等に広く利月lされており， また工業生

産システムの重要な要素と もなっている 核の平和利用

20世紀末までに泡力の主 し，現在按働"pの濃縮工湯の システムすべて と恒き換

わった止き， 平和利m [i:しき関わりの一つと軍事刊!Ilのn
がようやく取り除かれることになる 第二の関わりは，

原子炉が運転される際， 電気と同時に必ずプルト ニクム

が生産されることである， したがって，使用済燃料を再

処理すれば. プルト ニウムを多批にlI~í! } ・箔 m-(: きるこ

とになる プルトニ ウムは校燃料として使川できるが，

戦術用原爆原料としても容易に使JtIすることができる

この関わりを断つためには，アメリカ政府が� 1970午代

末に，1=:;j長していたよ うに，再処理を行わずに他l日済燃料

を国際管理下に貯蔵廃棄するほかない. しかしながらプ

ルトニウムを核燃料，特に現紅開発中の高速w:殖炉用燃

料として使fIIしたいという要求が， フランス， 日本など

では強い その場合.プノレ卜 ニウムが軍事用に転mされ

るの を防止するためには，再処理工場の国際化と査察の� 
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強化以外に今のところ方法がない しかし.原子炉内� P の illl~控ンステムの本絡がJ11i紛が条約で合怠された 

できたプルトニウム士(再処理を行わずに)そのまま同じ 全1だ条約，長阜射I但 4 距 Itt 距 i佐t 十伐主 ミサイル廃1菓中l~C向縦骸互と知112 肉服 
u 迎虫巨とのl1の条約)，� 切《リ卯子炉のなかで燃やしてしまう新しい研究開発が始まっ いての米国と|山� ソi1 附川目削� 19JIi

( 1

証
年ド 7月ア

縮に!μ閃弘別lγF Jナ「る条1:‘川，� 
紡1ることとな

が存在し

199 

E路任ω』兵乙昔総苦;市[1l/.nx:.r Ll)JナJ fm 力とソ迎はIj隙投旧戦1ており，こiL� この悲しき I~I わりを itfr つこ

とができる� (lu7E秀武) J兵主掠Ztとそ の泌隙システムを約� 3刊り%i蹴Il
r.;同;司lじf 凶斗l土卜はlこの二つの作!ド三' iIそJLぞJL独自に自分の旬れ れ〔 民治]純分主~， t支局生命反応に よって先生する原子力 エ た

ネル弓 ーのIlil)~ ，利111は，m大な政治[:日日目となってきて

いる この分肝での科手作J従兄および f主体dr)n~ 川iJ，政

治的介入を受け， またi主に現代の政治扶斤 に決定的な影a

響を与えている，こ れに利用 された天然資源のU!;，励n
された専門家の数と質，伐をも担うのに必要な組織の規限，� 

1iH，核エネルギーに以11すでに行われつつある肢の京事手

1直して尖l努に起こ った.あるいは起こる可能性のある事

件 とその祉会への影響はいずれも政治協議事項にさまさ

まなレベルで，多くの異な った問題を促起してきた

第� 2次世界大戦のさなか，幾つかの国が原子力の軍事

利!Hの研究に若手した 米国大統領の認可を受けた極M
研究 7 ンハ ッタン計画によって.人頬史上最初の骸燥発

装置が作り上け'られた.大統領はそのうらの� 2個を原爆

として使用するこ とを個人的に認め，こ の二つが，広ぬ

と長崎とを!ii減させた このように核エネルギーは「絞

時代」の当初から，科学的・軍事的要素と政治的(特に政

府の決定に関わる)要素の両方合もっていた.そして現

在に至るまで，核エネノレギーの軍事利用ならびに平和利

用はつねに国際政治のと主要な論争点となり， また政治的

安薬品:絞資源、の開発とその配分に深刻lな影響を及ぼして

きている

料 iこ関連� jる問題の領域は，bt大を続けている 核似

以 1~~ ;l J を取締する 11 1 凶j を公 Jえした

核兵約の管理と軍縮についてこのような合，Q，、が進み

つあるが，大きな[[:I.I'iiがj11事の分野に伐っている.そ� 

i立合な事項が実行されているか百か企I1J!i:に

るための伎術的な諸問題， また多数の絞兵器t
けている事実であ る さらに官僚や産業界から の圧力

支えられて以兵認を 持ち続けよ うという政策が各国

1Iにもともとある不信1:また国と国とのられる� 

主主によって「安全保証」を求めようとする政策を

すこともある.核兵総拡散(核兵総自体ならびにそれ

鍛造す る技術のbtl放)の危険は極めてm大である� 

年に惰発されたイ ラクの妓兵~Ylm~ ，M密計聞からも明

かなように，核不liil政条約� (NPT)があり，国際原

機関が査察活動金行っているにもかかわらず，校エネ

ギーの国際政治的コ ン トローノレはい まとに極めて不充分恥!

また，かつて軍事研究を行 っていた核科学技術一

者たち

である

が外国で再雇用されることも，国際的には重要� ti玄
関心事である.なぜならば彼らの能力と経験が，核兵路 弘子二

をもっ ていない国々に校兵税関造技術を伝えることになγ
る可能性内だからである�  1~~ 1~ 

核についての政治的1::]姐 IULCj( 1長: f以外にも 及んでお り� 

核エネルギーの平和平リfII(アイソトー フ¥放射線の学術・3
合兵法「水素爆弾」の開発および配置，精巧な迎隙シス

テム ー州ilIミサイノレ(大路/:11弥道ミサイノレ� ICUM ~'):)， 

IJ託子力潜水鑑.個別誘導筏主主目標弾頭� (MIRV)，巡航

ミサイ ルーの配備が行われている.強化欣身I弾頭 (<1-'性

子爆邦)も開発されたが，その使用についての論φの結

!泉，装備さ れないことになった 絞弾頭ミサイノレを迎際

するために外気聞に配備される非隊兵器および隊兵おに

ついても高度の研究が進められている.これらの計画に

ついては，多くの点で(研究開発予算の承認と配分，兵

器システムの選択と生産，戦略の決定等)政治的決定が

関与する。報復力によって相手方全威嚇し.仮想敵l昌と

のIJH戦を防止する唱えa3，すなわち絞抑止は，核兵器保有

国の戦略における心理的・政治的基礎となっている. こ

の校 iìí~~& から優位，対等，確証破品自，相互確証敏感i
(孔¥;¥0)，問符，本質問等，第¥!摩能力，第 2書室能力の

ような，特殊な諸概念が生み出された 冷戦の終結に� 

f:t'って，核抑止政策は 1990年代に大幅に改訂されつつ

ある

核兵総の発明が引き起こした国際政治の他の特徴l:tn 
J， tよ日誌の音壁，)j( そして廃絶に向かつての外交であ った

段兵~:}の附発・配備に つい て成立した協定の主なものに 

11，節分配J絞実験停止条約(1963)， ラテンアメリカ j也l成

絞兵法禁止条約 (¥967， トラテノレコ 条約と もいう)，核Tt
散防止条約 (1968)，弾道弾迎慾ミサイル (A0 1"1)制限条

約(1972，付属議定書調印� 1974)，戦略的攻怒兵*1m定

協定� (SALT 1， 1972)などがある 特に絞軍縮を目的

とする外交努力 によって，� 1960年代の1}Jめから，国迎

主催の多国間軍縮会主主や米ソ /::1の公式・非公式な交渉が

行われており，国連軍縮特別総会が� 2度 (1978. 1リH2)に

わたっ て開催されている，� ¥980年代末か ら� 1'!90年代初j

羽にかけてソ連邦内で起きた諸変化が，この分野におけ

る国際的交渉を一変させた� 1987年� 12月，� t~兵総とそ

医療・1 'U'，長・工業への応川，原子炉によ る発M
るl1!!形の大改造等)は，核廃棄物の処分とともに政治的� ! 
な協議事項である これらは図またはJi!l.J成レへんの問題� i 
ともいえるが，多くの場合国際的な基準ないしは協力を� :

必要とし，そのための国際機lJ{jとして国際原子力機関

(設立 1956)がある 核関連施設の I)H~ ・管理についてはJ;

多国問機仰のほかに政治的・経済的側面をもっ� 2国間協，1.• 

定が取り決められている.また，近年深!克および生態系~\:.
保全の運動が世界的な広がりをみせているが，スリーJ二J ゎ

マイノレ島(1979)，チェルノブイリ((986)の事占立を女鳴に;!.¥，.'

原子力発泡の安全性に対する関心力:凶際的に高まることと『

になった さらに，廃棄物の貯蔵や処分の1~INiについて六
も，政治的な立場の相違から対立が生じている� iu: 
日本 i土戦争で核兵器の攻墜を受けた唯一の凶である ~j言 、 r

日本人の骸兵器に対する強い反対は，世論別査によって:

如実に示されている泊人 この背妖には，後兵総使別によ止

る肉体的・心理的・社会的効果企l直後に経験したというこ� '

とがあろう 日本政府は「日本は核兵認を所有しない，

作らなし¥ 持ち込むむ.ことを3 'J い、う 「ワ非ド付抜真三FR許午さなし、� とb 14 原� 

貝貝則l1J をj本方s 冷戦のHリ� 必.¥; 針「としている


舷主F 巡証迎!び込ま J ， さJ
}卦氷+恥;市占必主地に f 兵主泌泊が~i れl，保社U管iT れし亡いる可能性� '

については疑刷附nllll問!日出が:もたれており. 骸共総を所載している� ;

と忠われる米国の航空母艦 ・原子力潜水艦などが入港ナ

るたびに政治的論争が起こっている また，� J.京子力船� ‘

「むつ」とその寄港地問題，原子炉の建設，核廃棄物の!Jt i1.
処理等l土. 日本国民の鼠斐な関心事である� "Y~:・

いわゆ る「核政治」は，国際政治の伶舞台，国内政治ぞ

の級i白iレヘルて・取り怨われる 諸民族，人類，そして大:
I也そのものを荒廃させるのに充分なtHÎ<~Il;地球上に存

L 
在しているという事尖li，逆に入矧は一つであり.共通

の生物閣のなかに存在しているという政治的a臓の深

に貢献した それは新しい 7 クロレベルの地球政治に� 

，Dlu提によ� !

1062 



で政治的な情;[¥力を拡大 Lている.他方ミクロレベノレの

ラト界または地域規険での市前日，原子力ァ・11政治として，� 

ントおよび|安物質の尖験・!吏則・処分に関辿する安全性な

と核iこ関するさま ぎまな問題をめくる s，可人あるいは市民

運動力:Jj見|刑されている

[キリスト教倫耳j!)絞についての科学・技術の発展はカト

リック教会の地上の現'夫に関する見解のなかに含まれて

いるとい ってよかろう 地上の現実の正しい自律を認め

ることにより，カトリ ック教会は次のような激励の言葉

を述べている 「あらゆる学問的分野における研究は，� 

a実の学問的方法と倫理の法fllJに従って行われるもので

あれば，け っして信仰に対立することはない 世俗の現

実と信仰の現実とは，共に同じ神に起源をもつも のだか

らである J (第 2*ヴァティカン公会議「現代世界 ~~d 

36) 科学が人|口!とその必要に奉仕するならば¥正しい

秩序が普及し，本神の栄光が賛美されることになる 現

代的な研究に対ナるこのように聞かれた態度と税憧的な

評価は，当然人類に大きな幸福をもたらす可能性を含む

伎の研究にも該当する

しかしながら核エネノレギーの利用，特に軍事利用に

よって重大な道徳的・倫理的問題が生じている 核兵器

自体およびその配備・使用計画は，第� 2ゲァティカン公

会議に出席した司教たちの検討対象になり，次のように

宣言された� r科学兵器の進歩によって戦争の悲惨と邪

悪は無限に糟大する 事実，これらの兵器を使用した戦

闘行為は，正当防衛の範囲をはるかに越える多大な無差

別の破療をもたらす. これらすべてのことは，まっ

たく新しい考え方によって，戦争を検討することをわれ

われに強要している. ーこれらを考慮したうえで，こ

の教会会議は，すでに近代の諸教皇によって宣言された

全面戦争の断罪を認め，次のように宣言する.都市全体

または広い地域をその住民とともに無差別に破線するた

めの戦争行為はすべて，神と人間自身に対する犯罪であ

り，ためら うことな く断固として禁止すべきである」

(?現代世界愈章.!l80) 

骸:兵器が現に存在し，使用される可能性があることは

道徳的資任に関する深刻な問題提起となる 「戦争と核

兵認の脅威にさらされながら，それを防ぐための各国家

の果たすべき役割，個々人の役割lを考えないですますこ

とは詐されないJ (本ヨアンネス・パ ウ/レス� 2世の広島で

の平和アピーノレ，� 1981年� 2月 25日).教会は骸問題お

よび絞戦略について個々に道徳的教説を述べているわけ

ではないが� rまったく新しい考え方によって，戦争を

検討すること」 の必要性を強調し，司牧者，神学者，信

徒そして為政者たちが，具体的諸問題を再検討するよう

に(足している

正戦;命の伝統的立場から，校戦略は次の 2原則に反し

ている.(1) 無事の市民を合かし，または殺す直接的な

意図をもつことを泊費する原則，(2) 戦争によって得ら

れると期待される善(正義の実現)と戦争が引き起こす悪

(被害)の問に釣り合いがとれ，悪が普を上回ってはな ら

ないという原則lである 骸戦争の脅威が引き起こす道徳

的問題を考'余することにより，キリスト数字和主義の立

場からも新しいt:.l!-l.、が生じている
現在キリスト教倫理の立場からは*良心的兵役拒否

の問題，抑止理論のr.HIm，入力および天然資源を兵禄

(特に核兵烈)製造のために浪'貸することによ って世界全

体の経済的・社会的発肢が著し く阻害 されていること の

問題の三つが，特に紘点、的に険;Nされている このよう

な問題に関する教会の教えの詳細l士第� 2ヴァティカ ン公

がくもんのじゅう

会議「現代世界厳f，'i.!l77-90や教皇ヨアンネス・パウ ノレ

ス2世の函連第� 2回軍縮特別総会への提言(19H2年� 6月� 

11日)のなかにJ券ることヵ:できる

神は，人1If!がmい，人聞のためになるよ うに，地上の

ものを人間に与え，ゆえに人間はこれら与え られたもの

のf狩理人であるという普週的なJj;(lll)は，骸に関連して生

ずるあらゆる問題，例えば研究の目的と方法，絞エネノレ

ギ の平和利用，骸廃棄物の処分などにおいて考慮され

なければならない これらは単なる技術の問題ではなく，

人類の臨面する道徳的問題であり，徹底的な認織，正し

い判断，そして現在ならびに未来の世代に対する責任あ

る行!fOJが要求主れる

人類の手中にある核エネノレギーの力は普悪共に恕{集を

絶するほど強大なものとな っている.そこに*ヨハネの

黙示録の*終末*ノ、ノレ7 ゲドンを認めて行動するカす

ら失ってしまう人もいる が，核問題に関する国民の責任

ある選択にキリスト者として参加すべきであると判断し，

進んで社会的・政治的行動に加わる人もいる このよう

な事態によ って最終的に，キリスト者は祈りと信煩一自

由な，そして責任ある人類の手に核のカを預けた全能な

る創造主への祈りと，愛する人々 のために万事が益とな

るようにお働きになる慈愛に充ちた神に対する信頒ーに

強 く引き寄せ られる(ロ?8: 28)ー
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(0 ウェ ッセノレズ)

がくもんのじゅう 学問の自由[笑Jacademic free-
dom，(~!Ì! J akademische Freiheit.，Freiheit dcr wissen-

schaftlichen Forschung，(仏)liberte de la recherche 

scientifique 一般的には，特に高等教育において，

と教えられる側が共にその学問的研究全自由に1)教える仮

妨げられることなく追求し，その成果を伝え られるため

の諸権利.

学問の自由は教育の効果にと って本質的な要素とみな

されており，社会の他の分野にも存在すると考え られる

が.高等教育のもつ独自性とその制度の観点から，特Jこ

大学において学問の自由が必要とされている

【概要】学問の自由は，近代社会における良心，思想，

表現の*自由との関連において考えられなければな らな

い.学問研究が権威から妨げられずに行われると い う自

由は，歴史的には今日に至るま で，学問に携わる者と政

治的権力あるいは教会当局との争点であ った. とりわけ，

本近代主義と竹町谷主義的傾向を椛びた学問の世界に対

応す るために設立されたカ卜リ� γ クの大学にお L、ては，

学問の自由の11tJ!!Jj:士慎重に対処すべきものであったとい

わさるをえない教会は特に(砕示と倫斑の)武双にr，l)し
てその教導権を主t長 L ，従~rl買を要求していたか らである 
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